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出血性潰瘍，セクレチン。

胃潰瘍の合併症は出血J　穿孔および狭窄であるヤ　最近

の治療および診断学の遊歩により，穿孔と狭窄の舶度は

減少しているが，出血はあ登　減少していない．青くよ

畑　出血性潰瘍に一対して榔好安静7　止血剤投与などの内

科的治療などとともに，冷却アル：トー・′レを腎内に循環さ

れる胃冷却法，パルー一一ルによるとE遵法などが行われ　手

術しないで治廃しようとす有鼠みが㍉色々と行われて来

た．しかし，いままでは確実な内科的正血法は確☆され

ていなかった．

近年，内視鏡の進歩，さらに胃液酸度のコントロ…ル

が比較的容易となるような薬剤の出現で，かなりの高雅

度で，乳腺曝からの出血を止められるようになって来た，

∵のため　出面里癌の手術適応も大き　変わ　がつある．

その止血法につ心て硯在もル…チン右′r行われてお畑

また豪雪な方法について述べる．

豪　は近年…ム椴的に行われている出離性潰瘍に対す

狛　血法を列挙した・青くは。胃冷凍術等が行われてい

泰温　血血性潰瘍の治療法

L　内視鏡的治療法

鼠）薬剤散布法

b）エタノール局注法

C）高張N汲エビネプリン局注法

d）機械的正血涜

レ…ザ…光凝固濱，マイク日放法㍉高周渡

凝臥軋　ヒ…タ…プローブ演

．正血剤感接腎内注入法

乱＋胃匪自画首コントロール法
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たが予最近は殆 ど行われ ることはな く亨 また 磯 的な裏屋̂

融剤の全身投 射 怠除いた

である高周波東胤 レ--ザ--光凝固予て で狛 -1波凝閥法号

で熱凝蒼古言を約 うむので胃今回の 蔓嬢である薬剤 とは溶接

関係がないためァ省略す る

リンは血管収縮剤で済)畑 象白接噴霧をこて紬 如才最遠がかな
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廉 盟は 恒 3ンヒン虹血作用をがす い コソヒ〆∩ン′ぼ-プ{

促進 し日 射藁の凝固作き網 ミある叶

い 3ン′ヒl/銅使用巌 と止血効果は,聞 及の ようをこき議

所に 謂行単位を噴霧 L第二磯合に" 抑 書実損 (監転息紗で象登用汗

た′LI述-ている1-

愛たセ臨床的の報罵倒かド)転 嫁究な山 ful効当芝残㍉獲沃

ると失活す ると~よぎ寮-)れているが｡内祝鋭 Fc2滴 二援散布で

は予すでに エi㌧第一川 J,等で洗浄 されてい るfmで,燐酸

緩衝液 なとは必 ず し獲>必須 でを書ない

接薬剤㌢喜入法をこついて:逮-ら

使用す る 恒 lンヒン録Jだ＼山ff購 ~琴湧二桁で豊亨内視鏡 下

郎 定数/粧 ヒ牽 く柳 升である でか を 警清書管 よりの匿按注

病院救 命救急 -巨アJ′/潔-谷酌 ih潤 処 方例を示 きた+31 こ凍7

にのみ鉦効で,強い動脈鱒制 を毒血U1-才ン 恒コ-叫 こぼ確

実性が劣る その場合現在 一般裾 こ汚かつれているのか内

視鏡 F薬剤矧所注射法である 使肝 葦恥る粟細 く豊--7-架ノ--

勅 澄たぼ高張ナ トリ コウム 敢エ ビ不一川 ンなどで波jる

那,純 ユタ}-ルが 磯 的ですの で嘗ユ タノ--叫 こ絞 -

て述べる映

ユ タノ--ル局所注射法は豆9馴年浅舶 鳥 ､㌢潤 等発 され守J
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方法で999% 澄プ烏豊純ユタjMルをが摘もしている血管の

周辺に注射 して,観梅の脱水,固定によ り血管の収縮や

血栓作成す ることかこより止血 させ る方法である3ノき｡その

手技は,鮎 免‖了こいる血管制 覇辺に∈3｡望m巨づ-｡4--5カ

所に注射す る,

最近は批 狼狛 ㍉摘 ミ確認 され る漆脇では洲,%'最上の成功

率の得 られ る山 f痛 言で七広 くJ用いに凍 ている.合併症は

ユ タjM!LS!こよ-)て時には濃嫁が増大す ることもある†

署二部消化管内紅潮 血 Lた血液は 主調-者が 机 浅戸川では東

園 L難 くサ また凝固 Lて も溶血 L易いことか知よこ凍 てい

と血小板凝固能が 賢しく低 FL p銅 71:1巨ぐは高 まる

ことが報告 されている嶺'

そたりため,胃や 仁 二指腸内に紬 翫した鳩舎捌 く葦こそUM触

液 を凝閲 させ るた紬 iこ,号澄ぎ内の 蝉重を ㌣げ る事が必 資

とな-〕て来る☆実際闘 ま轟くよ 畑 アルカ リ剤の頻回投

与なども行われて来たが, こ粁㌦ような方法では邑召酸(/7うこ3

なか --)たり近年や胃酸の分泌を斉昭削す る薬剤が著 しく進

歩 L, ガス トリンの措抗剤であるセクレチ ンや H21

㍗ ,,Fか -が臨床をこ使用 され るようになった, したがって.

近年は鮎 餌幾潰巌に対 しては,内視鏡的u二胤の如何に 転

かかわ らず9補助療法の意味 も含めル--チ ン′に行われ る

ようにな-p了r来た｡
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われノチ上部消化管㌃軌巨蛸7例にセタレチ-ンを使用 Lて,95

三雛こ護望時間以内をこAh飢したと報告 している519セ クレチ

ンの作用は,前述のようにガス トリソかこ措抗 して強力な

謂酸分泌抑制作用を覇す ると共をこ,胃粘膜 よ り蚤炭酸塩

を分泌す るためずすでに分泌 された酸 を中和 L,了/L′カ リ

性にす る作用がある-

払兼は}新潟地区の 転施設にて, このセ クレチ ンを 上

部消化管麦とろ血 に粁 ㌢る効 梁をこ㌦)いての 欝TO岬 紬 l躯 を

巨 .i.

絞ダ若遷したセ クレチンはエー-ザ 1㌦符やタレパ ンである･

使用法は - 巨遷朝0単位 を持続点滴で使用 しきたが 山部

静注 転含 まれ ている一

払鋸 ま, こ の兼同試験に兜#--3て,セ タレrテンを使用

しての胃書聖の 酢夏の変動 を測定 L,た.結果は閑 望げっよ

うに症例むごよ り多少異なるが,胃酸分泌がかな り良 く-言

ソ トロー-ル さ れているB

正雄は効果は素 線の ように甜例中学完全をごぺE上血 Lむ も

t'､言 1樟宜 信 .I;い{∴ ＼~~ ~~_.∴ ∴

1)i;丁

､-.】一一J

ヒ→tlfort_～3h 6h (jh lrL>h 15h lLlh 2Llh2.1h

園 慧 セ クレチ ン投 を泰による矧 現 p閑 の変動

兼 I Flい=ML<t:ltit.I:.ll-i,t･tH吊 .<… ､†･申,('1-

iiい=い=･h.llL二,t.

t･川1叶いlt･

きIt･!日日L<t.･l扇

tt､】日吉-1い1'1日､1r

hL､Inい.<tこ1.<l

卜=･tiこ_ll

hemosもasi

=1(､爪､(･l】＼.t-

こし与1hi1-rln.:tti川l

讐警 吏 聖 聖 や
………† 川仙仙
i(, ごり

約 E 仁3

望冒 i 望8
L 竺 J 讐

ぎ 急 呈

塁 禦 上 空禦～

巨 ≦- }

蓑 r' (.'日日~1ドニ11,品111鮎 川･l､… バー､t､t･(､t'こ川 .･ln'l

('川Itr=!し'.-,い=い l日日い(.け し､｡‖1沖､tt､



Ll t済 粧 里 町 ､;1イ さ 維 誌 第 川 Il で 一ヒ 弟 ;-' 号 昭 帖 訂 i :- [) l l

蓑 f; Y i ll l t~､ tlo r L l o l n 沖 ゝ t '､ I L tl n l し っ S t こI S i L<

t t 日 付 妻 S e - p 級 孤 極 m 抽 且 i m 哲

且.醍 .S S 語 紺 野 S 且 ( 趨 /% ' ∋ 離

h Ji r s i ( 綴 解 き 望 ( 7 % )

Ⅰ と l l r 斗 嶺 は 櫓 % ) 5 ( 望 6 % )

2 rl. H r ド I l 一 ( 拭 ∴ 十 9 パ リ ㍉ 十

講 述 汲 y S ヨー 摘 後 宮 .) 且 持 魂 % )

: ( ､ L I m u l :l t i ＼ ･(I r :l t.し､

ま た , 全 く 混 血 L , な か っ た 例 及 び 悪 化 し た 例 は 且 0 例 ,

ト 1 . 7 % で 'i ‥ ､ . ;.J ･ .

i ‖ T'托 十 - 要 目 ? ･･ ,; 言 放 言 責 .r) r/ ､ ∴ : , ; r 拾 : ':t ･ ;ミ 侶 吊 ] -~':
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ぼ り 軽 症 を こ 効 果 が 優 れ て い る 中

経 静 脈 的 昭 止 血 剤 殿 併 摺 勃 発 を 尾 る と , セ タ レ チ ソ の

効 果 を こ ぼ L L 融 剤 は 影 響 し な い こ と が わ か る .

の シ メ 予 ジ ソ と の 二 登 爵 換 試 験 を 行 っ 紅

止 血 執 殿 で は , 老 6 a _) よ う に m 両 群 と も に か な 毒.ブ 綴 好

飛 騨 君等 弱 の 比 較 で は セ タ レ チ ソ 群 が や や す ぐ れ て い る .

輪 鹿 を 変 じ た 症 例 数 の ぶ 紅 綬 で も 苧 セ タ レ チ ソ が 率 や す

ぐ 磨 ノ て い る 8 昆 k:灘 結 巣 と し て , セ ク レ チ ン を 豊 抗 ガ こも ト

を 強 く ア ル カ も紺 か 斬 る こ 捌 こ ｡ よ る 止 戯 作 用 を 鷹 す る こ と

･パ 岬 里 ▲; ･･_ .

昆 … たこ , 結 論 と し て , 班 彪 佐 藤 轟 の 薬 物 療 法 闘 ;監 全 身 的

よ り 内 視 鏡 下 の 屠 所 注 射 ま た は 薬 剤 注 丸 な ど の , 適 切 な

治 療 をこ よ り 宰 か な り の 高 頻 度 で ニ プ ソ ト u - ル す る こ と が

可 能 と な っ て い る ,
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司 忠 有 難 う ご ざ い ま し た , 最 上 で 各 シ V ポ ジ ス ト の

寿 昭 発 表 は 終 わ り ま し た . こ れ か ら 皆 様 の 御 意 鼠 9 御 質

問 な ど を お 受 け し て 討 諭 し 深 こ い と 思 い ま す , は じ め をこ 田

薬 剤 をご よ る も の , 連 流 性 食 遺 糞 な ど の 症 例 が 提 示 さ れ ま

し た . 田 代 先 生 声 例 数 と L で は や は り マ ロ u - - ワ イ ス 症

梶 野 が - -一 番 多 い の で す か 中

開 着 電 は い , か な り 多 い 数 をこ み ら れ ま も 〆 た K お 正 月 畢

お 花 見 郡 時 鼠 そ の 辺 の 時 期 をこ 集 中 的 をこ 多 い よ う で す .

飲 ん で 何 回 か 吐 い て 菅 凝 初 は 出 血 し ま せ ん が ず 三豊 回 目 増

阿 馴 こ 吐 引 時 に そ こ を こ 首魁 液 を 濃 ず る と い う 症 例 で す . た

だ 率 い に あ ま り 凝 症 鮎 濃 こ こ の 所 経 験 L て い ま せ ん の で 声

軽 症 マ u リ - ワ イ ス 症 候 群 と い う ふ う をこ . 窪 と め た ぬ け で

す け れ ど も サ こ 環 う 様 な 症 例 は 結 構 あ る よ う で ご ざ い ま す ｡

司 会 滴 を 飲 ん で 吐 い た 後 に 吐 J臥 し た 患 者 さ ん を 内 視

鏡 で 見 る と 号 か な り あ る と い う こ と で す ね .

田 代 ∴ ･L一 ･r: 十 ㌦ _二十 ㌦ 食 夷 ; p 廿 '~､ 接 合 詔 ; 綻 r 鰍 柚 ).I;

肉 に 裂 創 が お き て い る の を 認 め ま す サ

司 忠 そ れ か ら 薬 剤 に よ る も の と し 了 こ ぼ ず 抗 生 剤 が も --〕

間 鴨 私 の 経 験 し た も の で は テ 髪､ ラ サ イ タ u ソ 糸 の 薬

剤 が 割 合 をこ 多 も ､ よ う で ご ざ い ま す . 消 炎 鱗 痛 剤 で も や は

り 最 近 経 験 し て い ま す q

司 資 薬 剤 をこ よ る 食 遺 液 脇 が ど う し て 起 こ る 釣 か は ね

顔 - 了 こ い る で し ょ う か .

田 代 ･華 削 ∴ い い ト ト 壬 了 ､ ∴ - ･- → 言 上 : : 一 ㌦ 甘 心 1 ､

あ た り と こ の 二 ヶ 所 に 多 い 齢 で す け れ ど も † 薬 剤 が 停 滞

し て そ こ で 溶 け る わ け で す ね 書 溶 け て そ こ に 食 道 楽 を 麗

こ す と い う こ と で す , テ ト ラ サ イ タ u y 系 郡 薬 剤 は 非常

をこ 授 透 圧 が 商 い と い う こ と も 一 つ 鵜 原 沼 の よ う で す .そ

れ と 水 分 を 摂 ら な い で 摂 取 ず る , 寝 る 前 職 就 寝 前 投与 と

い う 磯 魯 9 演 を 飲 ま な い で 薬 剤 だ け 飲 ん で し ま うと腎ま

で 落 下 し な い で 魔 道 の 途 中 で 溶 け て し ま う と い うことの

よ う で す .

司 会 そ う す る と , 薬 剤 が 食 道 をこ ひ っ か か って,商浸



愈遺砂腎習劫淳二指腸液覇の薬物療法

透圧性をこ潰癌を形成するということですね.

田代 それと生体側の反応にもよるだろうということ

も言われていますけれど,薬剤そのも殿の高浸透圧シ性が

-小番の誘因なのではないでしょうかわ

司会 予防としてぼやぼり水と一緒に薬を飲むという

ことですね.それから逆流性食道炎は手術後とか予どう
いう場合が多いのでしょうかか

前には食道裂孔-ルエアが原因のように言われてお-｡た

のですがき最近は食遺裂孔ヘルニアそのものは原因では

なくて,むしろ下部食道括約筋の緊張の程度をこよって,

緊張が減少する症例は逆流性食道炎を起こしやすいと言

われ予もう----つ逆流Lた胃液鮒か々 腎騨糾こ戻らないで

そこに漉窪-/こいるということが逆流性食道炎の原因で
はないかということでございます中

司会 問題はF部食道括約筋瑚玉です総

門醗 そのようSlL=¢思います.最近昔を諾受容体ブ首コソ

カ-のある物がそこの括約筋の控を編める作用があるの

で予それと胃酸の分泌を減らすというこの2-一明作用で,

逆流性食道炎をこ非常をこ有効であるという報告的幻ていま
上

司会 者蓬髪受容体ブロッカ-のなかでもシメチジンは

胃酸分泌抑制作用だげですが,ラこチジン闘ま胃酸分泌

抑制と同時に㌣∵郡禽遺括約鷹の圧を高める作用獲さあ首ノラ渡

普,7ァモチ-ジンはどうなのでしょうかせ成沢先生や

成沢 窯だ充分に調べていませんがや今のところその

ような報駕はないようですu

司会 それかど)逆行性食道炎の症状ですがチ患者さん
は胸痛や胸部斬快感を訴えるのですね.

田代 逆流性食道を衆はどち£モ〕かというとつかえる感じ

とか胸倒すとかそういう訴えでひどくミなると物が食べれ

ないという訴えですねセ薬剤を飲んだあとで相当強い胸
骨の索の痛みを訴えていますかにjM

司畿 そうすると芳心醜サ姉や腎齢疾患との鑑別です

がァやはり内祝鏡検蜜が=山番よいわけでずれ

間鴨 そうですねたX線ではちょっと見て〕けにくいこか

で内視鏡の場合が巌も確実に診断できますみ

司会 機をこ何かご発言予ご質問がございまtたらどう
/.∴-_..∴･パーtl巨

遺というのは精神状態によってかなり興常運動やスパ.ス

ムスが起きたりし易いのですが,食道濃癌の患者さんの

場合き食べる時の精神状態みたいなもが封錘摘ユ関係Lま
すでしょうか◎

1)(;i)

間者.鴬 牛ライラして食べたとかチおこって食べたとか
そういうことですか谷

汲邦匡食道か泣｡太腹までの消化器疾患で消佃こ管運動

釣巣鷹と言う点からみますと‥愚老さんのその時の情動

の変化が強(現われてきてもよいと思いますが,そうい
う薫からの先生の御意見をお聞かせ下さい.

こういう患者さんは結構多い昭でが,こういう方はのぞ

いてみ愛Lても何もあをノノきません.漆脇ができてますと審

質的なものがあるのですから藩や紀食べられない,食べ

てもつかえるというような訴えが本当をこ強いですね乎食

道濃嫁もル--サン徽食事とLて釣パンを食べや食事をし

てその後すぐつかえてパーソともどLノて､その時租二j漉し

ているものもありますマこの方をこぼお聞きLまLでも急

いで食べたのかどうか聞いたのですが,あまりはっきり
した原因はあをプ窪せんでしたy

司砦 胃魯十二指腸液慶はストレスが原賢夫匿な､〆-3てお

こると言われていますが,食道濃霧はいかがでLJうか.

間者.駕 あまりないのではないでしょうか.

広川 表面麻酔剤穏飲んだ時にス--ッと通るので,減

磁和動こ触-つている時間というのはそんなに騒くないと
思うのですが,やはり効きますでしょうか中

間派 か-ッと飲んでLまえばそれ闇あまり効果はな

いた思いますが,薬剤の納寓をこぼ口の中で溶かして飲む

よう紅と指導せよと書いてありますので､やはり食道に

漆脇がある磯食料ますく､､飲みこまないできをコの率で溶か

しなが㌃)飲みこむように指導Lないと効果は少ないと思

い渡す.

司会 杉江臣先生か緑ま---年間の濃痘患者さんの薬物療

法について,特をこ最後はピレンゼピンの成績を発表Lて

いただきました申ピレンゼピソの胃酸分泌抑制の持続時

間が割合い短いためにや治療後の経絡療法で減凝すると,

また痛みが出たりすることを私も経験首ておりますゥ発

生もちょっと失敗例とかおっL再､登Lたがサ

杉山 確かをこ約2プロソカ-が洪窪Lてか臣)はピレ

ンゼヒ′ソの影がやや薄くな1た印象をうけますが,先程

来問題となっている再発という薫か緑怠学施療きれるべ

き薬剤かと思います町私衆の病院では現存なお3:碧の

割合でピレンゼピソの使用が多くなってい窪す寸消化器

を尊門としない内科の医師が3/J壇をしめている現状で㌢

先発薬剤が念頭にあり予このような実態となっているか

と思い窯b恥 消化器を専攻している医師は声発見時の

Sも絶好鮫にもよりますがヲまず首‡2ブロッカ-から投薬

してい渡すUしかしながらピレソゼピソの評価はそれな



;!pl1(i

葛抹 ~は して い 愛す

蔽j忠 ｢侶 嘗二発動 とうそ

商 務 軌 旦戊 f主の者露草溶 中に ;議種類がう貫首望プもコ ㌔か -

し か 上 難治性セあるいは潰脇露 と言-)てよいよう雛 夏を

黒 む､針 さんを二薬が封墨象を閲いてみ き監守と菅 ∴li--モチ ジン

･ .･ ･▲･､. ､ -:'.r:p､･F､三㌢

巨 i ろ 亨愚書さんしノミ1㍍ H薬を選択 され与服用た㌻溝 法 も変

㌢∵駕い

豪 t3忠 恕 鷹さんが粟を選択サ 惹き場 合には,薬価 も関係

F ㌻ 昌 . 十 ･ r

卜 出 し ∴ ∴ ;㍉､:十 ･㌧∴‡∴ ･∵ ~ ･.∴

鎚 で あ 畑 従 来 の 薬価の低い薬剤で症状かとれず矛 こそ

,巨 君 波 磁 壷 か ㌃ 溝 離 脱か困難な症例U)場 含亨略妄iご*]去

[ こ 含 併 才上組 三 ㌢ 想 さ れ な い なし}薬物療法だけに頼る〔rr鉦 若

従 来 U 用 言 療 薬 で 治 療 L だ 経 験 モア う あ る毒豊遥登漆脇例の場 合は

3 w Tう よ う な こ と 転 あ を) 餐 ｢ ㌢ 移 邑 状 では治療開始m時点で

十 ､ 1 号 '･く ミ :i ‡_三･t, ∴ ∴ 町 ､ ∴ ., ∴ 廿 .･rL詳言

ヒ レ ン 1 才 とピ ン 等 朝 禦 量 唱 デ 糸 が ) 薬 剤 を 使 用す る症例か多い

傾 向 に あ ㌣ ‖ 藍 サ

畜 3 愈 確 か をこ 慶 ㌫ 酢 芸こ 患 寅 さ ん が 薬 を 指 定す るとか薬を

飲 み 残 L て 余 ､ て い る の で , 今 E H 〔芝 - 遇 閣 分でいいとか

r P ) ｡と う に な , て き 愛 し た 服 薬 指 示 の 遵 守 巨3ソ プしラ

イ ア ン ス ) を 把 握 す る こ と ば 濃 藤 患 者 き ん m 薬 物療法 まや

葦 変 化 こ と で す 渡 辺 発 生 が い わ れ 蜜 も t 鳥 GM Lr , いか

i lや T .: t ト ' .… ' 十 - I; 丁 ∴ ･ ー ∴ .1 ∴ r IH 二',it

男 ら が ) 患 姦 さ ん は 治 り ま せ ん そ m 治 ら な い 蒼 室 痛 言 が い -〆 ニトは

患 寅 さ ん が 症 状 の あ る 間 は せ 懸 命 に 薬 を 教 組 ㌢ れ と も,

症 状 鮒 肖 朱 す る と 一 口 明 し か 飲 ま な い と か , あ る い は

時 々 思 い 出 し て は 飲 む と か /Lp い う 服 薬 違 反 ( /l ノ 噂 r /

･rプ仁]yソ呆)があるわけですね それか注,i,ら3=3 --つぼサ

喫煙の間接です 煙 宅賢を喫 うとで胃酸が)分泌を高める亨

寮沼袋C3血流 を 机ずるや鰐液の,時に重炭酸塩U溜 猫を抑

えるB胆汁が関内-遵旅す るなと潰痴形成を捉進ぜる方

看愛-㌢ 私 と確)はそこを指導するとともに争精神安定剤

や抗 う-二∋剤なとの薬物療法 頭遜 祭であ り窪す

今に甘藍-～7-二チ y/,釣 -をi 朝 投 与一法 を棟鉦 等わた長岡

巨摘 ､の遠藤先年に こ発表いただけなか -)た釣 で～緑 も今図

間妄こふる治療成績か細浩 されwrい 渡-㌢ 渡辺先鶴 か ]う

渡辺 確かにそ机 ､う1---袈獲潮 こお り変す1服搾個

数鮒 踊 こけれ溌 新 高 ､程q服薫適才離 )少な くなると思い

,Tiザ

んを治療 してい く鳩 舎にァ 粧 実妙計)薬剤t+7)巌が多目 i:い飲

ンGr廟 療成績をかさか 焦したが,かな 帰 払い治癒率 r ㌢

至三うか

t.lil./_!LC ∴ ･ -∴ I.∴号 .3-r

番地鋸 こ糾す急共同尉官究昭成績を発表 して膜 き<磐LtJ

ミソ アu 式守 -′しぼ 汁痢び湖沼 用蛸嘉若謄 ′鼻再こく,潰癌の

治癒率 浸J商い ぐずれ

本絹 脇同研究を粧 繁汗 溌二勘気師U硝 腰 では凝離 に症

例で削 A∃覚捌 根 津 く消失 巨髪Lた Lか L可ぎ幣効で漁

猟 継続 を勅願 をなけ帖 だな吊 にか jlG潤 では脱症状 も

磁針 紺 磯 讃鋸 監緋等車 をJなくて 確謹 書覚症状は軽減 渡は消失

する例が大部分であ り愛す しか し/,イロス窟ダランテ

ン製剤m磯 翻 (監効かな摘 主潮 でばあの薬 を飲itで勘 賢か

掻くな招 こい,痛み も全然 とかないとい うふ うな薫があ

る点か --二昭 特徴 と考えます 防禦困 デの儀 ㌣Lている

敷喜例では有効である搾れとも,低 机 てい飢 壷 例では

無効であるとい う仇うなところがあるの し再 £いかと考

えてい 愛すや私兼 愛だ臨床的にどのよう‖i:義自費繕て防禦出



予の犠打があるのか9その指標は何かE!γ｡いて把握する

手段を狩--)ていないので宇摩複本剤を臨床的;!こ使う磯合

に問穣となるのではないかと考えています舟

司意 それから)難治性濃癌に略に使われた_摘むI漫議更減

は予防墾田子増強作用と同時に,胃酸分泌抑潟湖牛用もあ

るのでしょうかす

木組 先程申し護阜たようにや特損議鵬は守口IX/}･ダ

ニラソデでソ息語と振向~方の作用を兼ねそなえて絡一一)管

いる(i:UうことですUlrC:7守粘膜U二漉流を増大する作用等転

拍-/Cいる畑野え,てほおを.渡すがさ胃酸分泌抑制作榔こ-

発しノたこ棄て釣デ-タだを十ではそt?澗言様∈′㌻/":jいては-:,きり
∴･.r二∴

渡辺 本絹覚灘との協同酢兜で亨難治性濃癌をこブロス

タダランデでソを陵錐3させてもが-)-濃か釣ですがァ私の所

の成績は結構段か-JたGrうですりその後手ヅrjスタダラン

デ(ンを止めて再発し呆こかどうかという(I)が非常に気妄Ir

なっていたのですが,私の患者さんは啓発していない釣

ですけれどを3号ftoま豆岱閤された例の経験を教えて臓きた
･▼

本絹 結論でその症例について申し上げませんで号.ヂ二

が9本剤を使用した十二指淑潰威瑚議::例でヲ廟卜後EIこす

スタグランディソ製剤で治療Lた場舎ぼ濃霧の音嘗逐二発がす

くなくなるのかどうか,惑いは再発防止効梁が著書諾受

容終結抗剤よりも商いかどうかとの問題はまだは-)きり

してないと考え愛すdそれは今Um描)粧む叩既を嘉CSもu躯

は当初の酢m経済紺之通り,ある時期で愚者は服薬を中

止し そでプ漕賢点でm効果判定をご/二3いてのみ検討しており予

再発降雨こついては何も検討し/こおを-ません少したがっ

管,こ細号弱腰をこ-小二Jいては 守護だ結論的臣こないと言う

べきだと思い愛すサ

司意 では凝襖に小越L先生か左入)揖漁礁漆脇の薬物療法

ということで管内視線を用いて細議所tn注射アあるいは

胃酸分泌を抑制L,て触魚を抑える別城門鴎をr頂製剤やある

いはシメチジンの点滴静注が)成績をお示し頂き渡邑たす

どなたかご発表',ご質問ございますでと う粧 ばも
~′■∴了∴

清凍 西蒲原郡の黒埼町で内科を開業して二薪招 渡す清

水と申しますがや私達が医者にな〝､たち駆寄はヲ消化性潰

演は外科的な疾患というような感覚を持-､てお＼.侶㌣､)管

術をお願いする時はヤかかる症状の頃合が㌢終怖遜?42ふこて

:∴､≡

あるというようにして教え㌃)れノたも'J/rこございますかす

本臣喜ば3㌦ソボンウムを聞いておりますとき薬物療法紡ぎ書

常をこ進歩しり小越覚接のお話ですと邑貴慮さえも内科翻顔

ができる､ふ鳥､うような状況にな-)て蘇り愛すヒ下駄錆か

消化服箆痘鞘数名さんを診たこ場合に亨外科C1先鮎こ芋灘

をお願い-,Fる略号,または愚者さんに手術を勧める時瑞憂萄

応も貢ぐLいう珊<書二Ii/)いう様にお考えをこな-jてお3ご庸1貰)

L'jつかを車扱変性に教えて隠かければと思います

はとのような才量を例を緊縮もたiゝ鳥いかということは全く

であると私ともは考ズてい浸す ただそ釣廟で濃威かJ

クテ-{プにな-〕たり治-ノた畑 芋藩を剛域かくかう返L/て

していれば可それでいいてばi畑､かとしう嘩牽Wもあ畑

爾発かずセミ手術の適応とは考淫に潮餐せん 問髄は合樹

六㌢JLと思います そこで含研症を起こす招経津鉦貢こち‡喜維妓

階では予測できませんmで手合研症を起こLl結射翻こ

ぼ予それが巧､利益になるような状蒐髪摘ミ㌢測されるか,餐

たは煙哲を多く喫-)た妄′上陸眠不足にな)たり,ストL/

掻いと想い渡す 客観的な表現方法があE/)ません釣で乍

幸治医か鯛やげっ患者の状態を把握して対処Lてゆくしか

机､と思い焦す 紫だタは--)き射 てます瑚怠,倉掛症

を起こLてし餐了告 辞孔を起こLた場合でそれから狭

窄があ､て適にjない場合一叢道は挟撃さえ転内視鏡的

に解除するふようなことをやりてい惑三才C3でち各砺澄変わ-

て来ているかもしわ資せんが う -般約にはこの二-1

∴.卜∴1;::･･.;.i:I. -J号.㌔:･∴-.～‥･･･ ∴∴LILp

までも内科的にm)軌雪崩 てきなかった場合,それか主も)

りますq

ててせか七

ばこ買いをせA ∫i/jLFというもこ瑚<£7 -は､-扱 いノ

賢か右上二次;7i,/Sjへ太るような麓険触乃ある孝〕が描写

ヂ酌t7線さ象にたりか葦~ン子ノ別刷りでは何略言Fj!最紬~

㌻畑でujJh広ま帰結､場榊こ手術をするかという:こぼや勝や

紺願r治療i深淵抽凄3㌢)吏すかやこれは特殊な場合に!+
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医療費もかさみますしきそんな卦するよ〔描∵手術LfJm方

が楽だということなのですが,それはその儀亮をこと〆-､て

03灘f値鞘断と思いますセしかし -磯的闘濃私達内紺膏勺

に止磨られる症例は二㌢日出榊こ大体真L変り愛鶴 丸か削i

㍗,日.了 ∴∴∴ ま∴∴∴ト､畑畑 ~.i.~､十1:::-,'i~

だれる必要はないと思い愛すサffNだし な転紺闇..はそこrj

磯で止めにjれない限り,内科的正二血は無理と思い渡す々

司愈 その~二mという言葉を先生からお伺いLたか--〕

た釣です｡それでは時間になり藍Lた環)管,糖をこご発言

なげ唐吊｡賢やこれで終濠/つらせて頂き愛す.熱心なご静聴有難

うござい愛した｡




